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み
な
さ
ん
の
ご
み
排
出

抑
制
の
取
り
組
み
に
感
謝

一
人
一
日
あ
た
り
排
出
量

前
年
比
較
△
１
０
３
�

雫
石
町
が
取
り
扱
っ
た
平
成
十
九
年

度
の
ご
み
の
量
は
、
七
千
十
一
ト
ン
で

し
た
。
平
成
十
八
年
度
は
七
千
七
百
九

十
五
ト
ン
で
し
た
の
で
、
比
較
す
る
と

七
百
八
十
四
ト
ン
の
減
量
と
な
り
ま
し

た
。平

成
十
九
年
度
の
町
民
一
人
一
日
あ

た
り
の
排
出
量
で
は
千
六
グ
ラ
ム
に
な

り
、
平
成
十
八
年
度
と
比
較
す
る
と
百

三
グ
ラ
ム
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
平
成
十
八
年
度
（
平
成
十
九
年
度

は
集
計
中
）
の
県
平
均
一
人
一
日
あ
た

り
排
出
量
の
千
十
二
グ
ラ
ム
を
下
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
み
減
量
化

へ
の
理
解
と
取
り
組
み
が
功
を
奏
し
た

も
の
で
、
数
値
的
に
も
裏
付
け
さ
れ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

ご
み
排
出
量
の
減
少
は

処
理
委
託
料
も
削
減

平
成
十
九
年
度
に
お
け
る
ご
み
の
取

り
扱
い
量
の
う
ち
、
滝
沢
村
に
処
理
を

委
託
し
た
量
は
五
千
六
百
二
十
六
ト
ン

で
、
金
額
は
一
億
五
千
七
百
五
十
一
万

七
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

ご
み
の
量
が
減
ら
ず
平
成
十
八
年
度

と
同
量
の
六
千
五
百
五
十
一
ト
ン
の
処

理
を
委
託
し
た
と
仮
定
す
る
と
、
そ
の

委
託
費
用
は
一
億
八
千
三
百
四
十
一
万

八
千
円
に
な
り
ま
す
の
で
、
二
千
五
百

九
十
万
千
円
を
削
減
で
き
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

年度 総排出量 一人一日あたり排出量 資源化量 リサイクル率
平成18年度 7,795t 1,109g 1,566t 20.1％
平成19年度 7,011t 1,006g 1,986t 28.3％
比較 △784t △103g 420t 8.2％

資源ごみ資源化量 971.42t

給食残渣等資源化量 13.35t

集団資源回収量 400.91t

メタル・スラグ量 600.05t

平成19年度ごみ処理量内訳

ごみの分別排出と減量を進めよう

ごみは、わたしたち一人ひとりのちょっとした努
力で減量・リサイクルできます。ごみと資源を上手
に分けて、環境に配慮した生活を送りましょう。

滝沢村処理委託量
資源化量

5,625.60t
1,985.73t

資
源
化
量
内
訳

ごみの排出量およびリサイクル率

※メタル・スラグ量とは、溶融処理による
溶融物の量です。

表１
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無色びん 57,730㎏

茶色びん 103,150㎏

他色びん 56,500㎏

スチール 83,190㎏

アルミ 30,220㎏

ペットボトル 44,250㎏

その他プラスチック製容器包装 27,150㎏

ダンボール 90,370㎏

紙パック 7,690㎏

その他紙製容器包装 28,570㎏

新聞 199,550㎏

雑誌 192,940㎏

鉄くず 50,110㎏

合計 971,420㎏

リ
サ
イ
ク
ル
率

8.2
ポ
イ
ン
ト
増

※分別排出された資源ごみのうち、町清掃センターで選別され、リサ
イクル業者に引き渡しできた量

平成19年度資源ごみ資源化実績

廃棄物処理等手数料 1,182万円

資源ごみ売り払い収入 1,004万円

合計 2,186万円

ごみの収集業務に 8,425万円

処理施設の運転や維持管理に 6,078万円

一般廃棄物処理の推進に 1億6,083万円

リサイクルの推進に 569万円

不法投棄防止の推進に 70万円

し尿処理の推進に 9,266万円

合計 4億492万円

収
入

支
出

平成19年度一般廃棄物処理費用

平
成
19
年
度
の

一
般
廃
棄
物
処
理
費
用

キ
ー
ワ
ー
ド
①

「
分
別
排
出
」

住
民
の
み
な
さ
ん
に
は
平
成
十
五
年

度
か
ら
資
源
ご
み
の
十
分
別
に
取
り
組

み
い
た
だ
き
、平
成
十
六
年
度
か
ら
は
、

新
聞
と
雑
誌
も
資
源
ご
み
と
し
て
分
別

排
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
に
分
別
排
出
し
て
い
た
だ

い
た
資
源
ご
み
は
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
選

別
し
て
い
ま
す
。
こ
の
量
を
少
な
く
す

る
こ
と
に
よ
り
処
理
費
用
の
軽
減
に
も

つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
各
世
帯
の
「
分

別
排
出
」に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
以
上

の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
②

「
減
量
」

「
リ
デ
ュ
ー
ス
」「
リ
ユ
ー
ス
」「
リ
サ

イ
ク
ル
」へ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
ご

み
の
排
出
量
を「
減
量
」
し
ま
し
ょ
う
。

お
買
い
物
の
際
は
マ
イ
バ
ッ
ク
や
マ
イ

バ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
を
持
参
し
、
レ
ジ
袋

の
使
用
削
減
に
も
取
り
組
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み

の
う
ち
約
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
生
ご
み

で
す
。
生
ご
み
は
水
分
を
多
く
含
み
ま

す
の
で
、
十
分
に
水
を
切
り
軽
く
し
て

か
ら
排
出
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

表３

表２

※各項目は四捨五入しているため、各項目の合計額と表の合計額は一
致しません。

平
成
十
九
年
度
の
町
清
掃
セ
ン
タ
ー

や
地
域
で
の
集
団
資
源
回
収
、
溶
融
処

理
に
よ
り
産
出
さ
れ
た
溶
融
物
（
メ
タ

ル
、
ス
ラ
グ
）
を
合
わ
せ
た
資
源
ご
み

の
量
は
千
九
百
八
十
六
ト
ン
と
な
り
、

リ
サ
イ
ク
ル
率
（
資
源
化
量
／
ご
み
処

理
量
×
一
〇
〇
）
は
二
八
・
三
パ
ー
セ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
十
八
年
度

に
比
べ
、
重
量
で
四
百
二
十
ト
ン
、
リ

サ
イ
ク
ル
率
で
は
八
・
二
ポ
イ
ン
ト
の

増
と
な
り
、
皆
さ
ん
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

対
す
る
行
動
が
広
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と

が
伺
え
ま
す
。

ご
み
の
資
源
化
を
町
清
掃
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
実
績
（
表
２
）
か
ら
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

最
も
多
い
の
は
新
聞
や
雑
誌
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
な
ど
の
紙
類
で
、
実
績
量
の
半

数
を
超
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

紙
類
は
重
量
も
あ
り
ま
す
が
、
分
別
が

比
較
的
容
易
な
こ
と
も
あ
り
、
分
別
排

出
が
浸
透
し
て
い
る
考
え
ら
れ
、
今
後

は
他
品
目
へ
の
広
が
り
が
必
要
で
す
。

廃
棄
物
処
理
に
向
け
ら
れ
る
廃
棄
物

処
理
等
手
数
料
や
資
源
ご
み
売
り
払
い

に
よ
る
収
入
は
、
平
成
十
九
年
度
に
お

い
て
二
千
百
八
十
六
万
円
と
な
り
ま
し

た
。（
表
３
参
照
）

一
方
、
一
般
廃
棄
物
処
理
に
要
し
た

費
用
は
四
億
四
百
九
十
二
万
円
で
す
。

し
尿
処
理
に
係
る
費
用
を
除
い
た
、
清

掃
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
や
廃
棄
物
処
理
委

託
な
ど
、
ご
み
処
理
関
係
に
要
し
た
費

用
は
三
億
千
二
百
二
十
五
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

収
入
と
支
出
の
差
額
分
は
町
税
を
は

じ
め
と
す
る
一
般
財
源
が
充
当
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
年
度
に
お
い
て

も「
分
別
排
出
」と
ご
み
の
「
減
量
化
」

へ
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
お
願
い
し

ま
す
。
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６
月
は
不
法
投
棄
追
放
月
間

六
月
と
十
月
は
不
法
投
棄
追
放
月
間

で
す
。
廃
棄
物
の
処
理
は
自
ら
の
責
任

で
適
正
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
面
倒
と
か
処
理
に
か
か
る
経
費
を

負
担
し
た
く
な
い
な
ど
、
山
林
や
河
川

な
ど
他
人
の
土
地
や
道
路
脇
な
ど
に
廃

棄
物
が
投
棄
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
り
ま

す
。町

で
は
、
不
法
投
棄
の
抑
止
と
早
期

発
見
に
努
め
る
た
め
、
不
法
投
棄
監
視

員
に
よ
る
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
昨
年
一
年
間
の
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
中
に
お
け
る
収
集
物
の
重
量
は

三
千
九
百
六
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
り
ま

し
た
。
主
に
道
路
脇
や
駐
車
帯
な
ど
か

ら
の
回
収
で
、
中
に
は
テ
レ
ビ
や
冷
蔵

庫
と
い
っ
た
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品

も
あ
り
ま
し
た
。

不
法
投
棄
が
あ
っ
た
場
合
、
行
為
者

を
特
定
で
き
れ
ば
、
そ
の
行
為
者
が
撤

去
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
行
為
者
が

特
定
で
き
な
い
場
合
に
は
、
自
己
の
土

地
の
管
理
と
い
う
面
か
ら
、
土
地
所
有

者
が
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
自
分
の
所

有
す
る
土
地
に
つ
い
て
は
日
ご
ろ
か
ら

の
管
理
と
確
認
が
必
要
で
す
。

岩
手
県
で
は
、
産
業
廃
棄
物
適
正
処

理
指
導
員
に
よ
る
巡
回
や
地
球
観
測
衛

星
「
だ
い
ち
」
に
よ
る
宇
宙
か
ら
の
監

視
も
進
め
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
場
合
は
、
最

寄
り
の
交
番
・
駐
在
所
あ
る
い
は
役
場

環
境
対
策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

不
法
投
棄
を
「
し
な
い
」「
さ
せ
な
い
」。

み
な
さ
ん
の
監
視
の
目
で
不
法
投
棄
を

追
放
し
ま
し
ょ
う
。

※
不
法
投
棄
の
罰
則
規
定

・
行
為
者
　
五
年
以
下
の
懲
役
も
し
く

は
一
千
万
円
以
下
の
罰
金
、
ま
た
は

こ
の
併
科

・
事
業
関
連
の
不
法
投
棄
　

法
人
　
一
億
円
以
下
の
罰
金

個
人
　
一
千
万
円
以
下
の
罰
金

町
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
対
策
推

進
の
た
め
、
電
動
生
ご
み
処
理
機
や

コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど
の
購
入
費
に
補
助

し
て
い
ま
す
。

生
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
循
環
推

進
の
た
め
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
補
助
を
申
請
で
き
る
人
】

雫
石
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
現
に
居

住
し
て
い
る
人（
一
世
帯
一
回
限
り
）

【
補
助
金
額
】

購
入
費
の
二
分
の
一

【
限
度
額
】

電
動
生
ご
み
処
理
機
　
三
万
円

生
ご
み
堆
肥
化
容
器
な
ど
　
三
千
円

※
補
助
金
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合

は
、
購
入
し
て
か
ら
一
ヶ
月
以
内
の

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
購
入
す

る
前
に
町
役
場
環
境
対
策
課
ま
で
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
し
な
い
」「
さ
せ
な
い
」

ご
利
用
く
だ
さ
い

生
ご
み
処
理
容
器
等
購
入
補
助

�
家
庭
用
電
動
生
ご
み
処
理
機

（
写
真
は
屋
外
に
設
置
す
る
タ
イ
プ
）

町では、廃食用油を燃料（ＢＤＦ＝バイオディ
ーゼル燃料）にした町有車の運行を始めました。
出発式は5月12日、町役場庁舎前で行われ、高
橋公雄副町長が運行車両に燃料を入れました。
運行を始めたのは、出張者送迎バスと農地調

査車の2台で、ディーゼル燃料（軽油）を使用して
いた車です。
今回の取り組みは、町が地域循環システムを

構築しようとしている「しずくいし・菜のテク
ノロジープロジェクト」の一環として始めたも
のです。バイオディーゼル燃料は軽油と比較し
て黒煙や硫黄酸化物の発生が少なく、バイオマ
ス製品でもあることから、地球温暖化防止の効
果があります。使用する燃料は、福祉作業所
「かし和の郷」が町内の旅館やホテルなどで使い
終わった天ぷら油を利用して精製しています。
町では試用運行により軽油代替燃料としての

有効性の実証確認と普及拡大を図ることにして
います。バイオディーゼル燃料は、低温になる
と凍結の恐れがあることから、運行は試行的に
行い、期間は11月までとしています。

資源循環社会へ廃食用油
町有車で試用運行始める

出発式で町有車にＢＤＦを給油する高橋副町長
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日
差
し
が
強
く
風
が
弱
い
日
は

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
は
、
工
場

や
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
た
窒
素
酸
化

物
や
炭
化
水
素
な
ど
が
太
陽
光
線
の
中

の
紫
外
線
に
よ
り
化
学
反
応
を
起
こ
し

て
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
春
か
ら
夏

に
か
け
て
、
気
温
が
高
く
、
日
差
し
が

強
く
、
風
が
あ
ま
り
無
い
よ
う
な
日
に

多
く
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
注
意
す
べ
き
気
象
条
件
の
例
】

強
い
日
差
し
、
最
高
気
温
24
度
以
上
の

日
、
風
が
弱
い
、
う
す
ぐ
も
り
や
晴
天

が
続
く
時
、
夏
型
の
気
圧
配
置

本
町
を
測
定
値
に
含
む
光
化
学
オ
キ

シ
ダ
ン
ト
濃
度
は
、
盛
岡
市
津
志
田
に

県
が
設
置
し
て
い
る
大
気
汚
染
測
定
局

で
測
定
し
て
い
ま
す
。
測
定
結
果
が
基※

準
値
を
超
え
た
時
は
県
か
ら
町
役
場
環

境
対
策
課
に
連
絡
が
入
り
ま
す
。
そ
れ

を
受
け
て
た
だ
ち
に
防
災
無
線
に
よ
り

住
民
の
皆
さ
ま
に
注
意
を
促
し
ま
す
。

※
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の
基
準
値
は

一
時
間
値
０
・
０
６
ｐ
ｐ
ｍ（
１
ｐ
ｐ

ｍ
＝
〇
・
〇
〇
〇
一
％
）以
下
の
濃
度

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
注
意
報
発
令
基
準

値
は
一
時
間
値
０
・
１
２
ｐ
ｐ
ｍ
以
上

で
、
気
象
条
件
か
ら
み
て
大
気
の
汚
染

状
態
が
続
く
と
予
想
さ
れ
る
時
に
発
令

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
に
よ
る
健
康

被
害
と
し
て
は「
目
が
チ
カ
チ
カ
す
る
」

「
の
ど
が
痛
む
」
な
ど
の
症
状
の
ほ
か
、

頭
痛
、
吐
き
気
、
息
苦
し
い
な
ど
の
症

状
が
出
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
オ
ゾ

ン
な
ど
の
酸
化
力
の
強
い
物
質
に
よ
り

眼
や
気
管
な
ど
が
刺
激
を
受
け
て
発
症

す
る
も
の
で
、
被
害
者
の
多
く
は
小
中

学
生
な
ど
の
子
ど
も
で
す
。

○
屋
外
で
激
し
い
運
動
を
し
て
い
た
場

合
は
活
動
を
止
め
て
、
な
る
べ
く
屋
内

活
動
に
切
り
替
え
て
く
だ
さ
い
。

○
屋
内
で
は
風
向
き
を
考
慮
し
、
窓
を

閉
め
る
な
ど
外
の
空
気
が
入
ら
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
不
要
な
外
出
は
避
け
る
と
と
も
に
、

自
動
車
の
利
用
を
な
る
べ
く
控
え
て
く

だ
さ
い
。

※
注
意
報
が
発
令
さ
れ
て
す
ぐ
に
被
害

が
発
生
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
に
よ
る
健
康

被
害
が
生
じ
た
場
合
は
以
下
の
と
お
り

に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

○
目
を
洗
い
、
う
が
い
を
し
て
室
内
で

安
静
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
症
状
が
す
ぐ
改
善
さ
れ
な
い
場
合
は

医
師
の
手
当
て
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○
手
足
の
し
び
れ
、
呼
吸
困
難
、
湿
し

ん
な
ど
の
症
状
が
出
た
時
は
直
ち
に
医

師
の
手
当
て
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
環
境
対
策

課（
�
内
線
１
６
２
）

※
県
で
は
専
用
ペ
ー
ジ
「
光
化
学
オ
キ

シ
ダ
ン
ト
情
報
」
内
で
随
時
情
報
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

h
ttp
://w

w
w
.p
ref.iw

ate.jp
/

工
場
や
車
か
ら
の
排
出
物
質
が

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の
原
因

発
生
監
視
体
制
と
連
絡
体
制

人
へ
の
健
康
被
害

注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
ら

健
康
被
害
の
対
処
方
法

光化学オキシダント
発生のしくみ 光

化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

県
で
は
、
昨
年
度
、
高
濃
度
の
光
化

学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
が
測
定
さ
れ
た
こ
と

か
ら
「
岩
手
県
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

注
意
報
発
令
時
等
対
策
要
綱
」
を
定
め
、

被
害
の
防
止
対
策
を
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
町
で
も
、
注
意
報
が
発
令
さ

れ
次
第
、
住
民
の
み
な
さ
ま
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
、
光
化
学
オ
キ

シ
ダ
ン
ト
濃
度
の
上
昇
が
懸
念
さ
れ
ま

す
の
で
、
下
記
の
事
柄
に
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
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平成19年度 平成20年度 平成20年度 平成19年度 平成20年度

④平等割 一世帯当たり 32,000円 24,500円 7,500円 3,000円 3,000円

区分 課税対象額

医療給付費分

（0歳以上75歳未
満の加入者）

後期高齢者支
援金分

（0歳以上75歳
未満の加入者）

介護納付金分（変更なし）

（40歳以上65歳未満
の加入者）

①所得割
前年の所得か
ら33万円を控
除した額

②資産割
平成20年度の
固定資産税に
応じて

③均等割 被保険者一人
当たり

①～④の合計に
対する限度額

6.8％ 5.0％ 1.8％ 0.8％ 0.8％

20.0％ 15.0％ 5.0％ 5.0％ 5.0％

24,000円 16,000円 8,000円 6,000円 6,000円

560,000円 470,000円 120,000円 90,000円 90,000円

（医療分①+②+③+④）+（支援分①+②+③+④）+（介護分①+②+③+④）=1年間の国民健康保険税

平
成
20
年
４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
と
も
な
い
、
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
の
し
か
た
や
納
付

方
法
な
ど
が
一
部
変
更
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
は
、
平
成
十

九
年
度
ま
で
は
、「
医
療
給
付
費
分
」

と「
介
護
納
付
金
分
」で
構
成
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
年
度

か
ら
七
十
四
歳
以
下
の
人
に
も
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
医
療
費
の

一
部
を
支
援
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

新
た
に
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
」

が
加
わ
り
ま
し
た
。「
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
」
の
新
設
に
よ
る
国
民

健
康
保
険
税
全
体
の
税
率
に
は
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
後
期
高
齢
者
支
援
金

分
が
創
設

国民健康保険税の税率・税額

医
療
給
付
費
分
の
賦

課
限
度
額
五
十
六
万
円

が
、
平
成
二
十
年
度
か

ら
医
療
給
付
費
分
を
四

十
七
万
円
、
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
を
十
二
万

円
と
し
た
合
計
五
十
九

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
介
護
納
付
金

分
の
賦
課
限
度
額
九
万

円
に
つ
い
て
は
変
更
が

な
く
、
全
体
の
賦
課
限

度
額
は
三
万
円
引
き
上

げ
ら
れ
六
十
八
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

○
賦
課
限
度
額

が
改
正
さ
れ

ま
し
た

世
帯
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
全

員
が
六
十
五
歳
以
上
七
十
五
歳
未
満

で
、
世
帯
主
が
年
金
受
給
者
の
場
合

十
月
か
ら
世
帯
主
の
年
金
か
ら
国
民

健
康
保
険
税
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

こ
の
納
付
方
法
を
特
別
徴
収
と
い
い

ま
す
。
十
月
以
降
は
年
金
受
け
取
り

月
に（
十
月
、
十
二
月
、
二
月
）に
特

別
徴
収
と
な
り
、
平
成
二
十
一
年
度

以
降
は
、
年
金
受
け
取
り
月
ご
と
に

特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
。

平
成
二
十
年
度
の
七
｜
九
月
分
に

つ
い
て
は
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
金

融
機
関
で
の
窓
口
納
付
ま
た
は
口
座

振
替
で
の
納
付
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
ま
せ
ん
。
今
ま
で
と
同

じ
よ
う
に
金
融
機
関
で
の
納
付
ま
た

は
口
座
振
替
で
の
納
付
に
な
り
ま

す
。

①
世
帯
に
六
十
五
歳
未
満
の
国
保
加

入
者
が
い
る
場
合
。

②
世
帯
主
の
年
金
受
給
額
が
年
間
十

八
万
円
未
満
の
場
合
。

③
介
護
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
税

を
合
わ
せ
た
額
が
年
金
額
の
二
分

の
一
以
上
に
な
る
場
合
。

○
10
月
か
ら
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

が
始
ま
り
ま
す

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

平成20年度 － － － ○ ○ ○ ● － ● － ● －

平成21年度 ● － ● － ● － ● － ● － ● －

特別徴収対象者の保険税納付時期

－　納付のない月　○従来通りの納付方法　●年金から天引き
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設

に
と
も
な
い
、
七
十
五
歳
以
上
の

人
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移

る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険

税
が
急
激
に
増
え
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
一
定
期
間
の
経
過
制
度
が

新
設
さ
れ
ま
し
た
。

①
所
得
が
低
い
世
帯
の
軽
減

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
計
算

の
際
に
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行
し
た

人
の
所
得
お
よ
び
人
数
も
含
め
て

軽
減
の
判
定
を
行
い
、
世
帯
の
国

保
加
入
者
数
が
減
少
し
て
も
、
世

帯
構
成
や
世
帯
の
所
得
が
変
わ
ら

な
け
れ
ば
、
最
高
五
年
間
そ
れ
ま

で
と
同
じ
軽
減
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

○
保
険
税
の

軽
減
・
減
免

国保税世帯の国保税

平成20年3月まで
夫、妻ともに国保加入者
夫76歳　妻72歳

平成20年4月から
夫が後期高齢者医療制度、妻が引き続き国保に加入

妻夫

軽減 軽減 軽減後期高齢者
医療保険料

最高5年間所得に応じて

�
� �

平成20年3月まで

夫、妻ともに国保加入者
夫76歳　妻72歳

平成20年4月から

夫が後期高齢者医療制度、妻が引き続き国保に加入

妻夫

最高5年間半額
�

世帯ごとにかかる平等割

夫の均等割など妻の均等割など
世帯ごとにかかる

平等割

妻の均等割など後期高齢者
医療保険料 軽減

�

平成20年3月まで
夫が会社の健康保険の被保険者、
妻がその被扶養者

平成20年4月から
夫が後期高齢者医療制度、
妻が新たに国保に加入

妻夫

� 後期高齢者
医療保険料

保険料

会社の健康保険

保険料なし

後期高齢者医療制度

所得割
資産割

妻の均等割
世帯ごとにかかる平等割

国民健康保険

後期高齢者医療制度 国民健康保険

①

②

③被扶養者であった人の保険税の減免

2年間の軽減

世帯ごとにかかる平等割の軽減

所得が低い世帯の軽減

②
世
帯
ご
と
の
平
等
割

最
高
５
年
間
半
額
に

国
民
健
康
保
険
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
へ
移
行
し
た
こ
と
に

よ
り
、
国
保
加
入
者
が
一
人
に
な

る
世
帯
に
つ
い
て
、
世
帯
に
賦
課

さ
れ
る
平
等
割
が
最
高
五
年
間
半

額
と
な
る
軽
減
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
※
介
護
納
付
金
分
は

除
き
ま
す
。

会
社
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入

し
て
い
た
七
十
五
歳
以
上
の
人
が

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
に

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
被
扶

養
者
で
あ
っ
た
人（
六
十
五
歳
か
ら

七
十
四
歳
ま
で
）が
新
た
に
国
保
に

老
年
者
控
除
の
廃
止
に
よ
り
課

税
所
得
額
が
増
額
し
た
高
齢
者
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
創
設
さ
れ

た
所
得
割
の
算
定
お
よ
び
軽
減
判

定
の
際
の
公
的
年
金
等
特
別
控
除

額
の
経
過
措
置
は
、
平
成
二
十
年

度
か
ら
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

所
得
の
低
い
世
帯
に
つ
い
て
は
、

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
前
年
の
世
帯
の
合
計
所
得

に
応
じ
て
、
均
等
割
額
と
平
等
割

額
の
そ
れ
ぞ
れ
七
割
、
五
割
、
二

割
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
二
割
軽
減
を
受
け
る
に

は
、
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
が
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
は
申

請
の
必
要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

該
当
す
る
世
帯
に
つ
き
ま
し
て
は
、

前
年
の
世
帯
所
得
に
基
づ
き
、
自

動
的
に
税
額
の
軽
減
を
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
税
務
課

国
保
税
担
当
（
�
６
９
２
・
２
１

１
１
内
線
１
５
９
）

平
成
十
八
年
度
分
は
所
得
税

が
課
税
さ
れ
る
程
度
の
所
得
が

あ
り
、
平
成
十
九
年
度
分
は
所

得
税
が
課
税
さ
れ
な
い
程
度
ま

で
所
得
が
減
少
し
た
納
税
義
務

者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
平
成

十
九
年
度
分
住
民
税
を
課
税
し

た
市
町
村
へ
減
額
申
告
書
を
提

出
し
還
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
平
成
十
九
年
中
に

亡
く
な
ら
れ
た
人
、
海
外
へ
転

出
さ
れ
て
平
成
二
十
年
一
月
一

日
現
在
国
内
に
居
住
さ
れ
て
い

な
い
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
寄
附
金
控
除
額
な
ど

の
人
的
控
除（
配
偶
者
控
除
、
扶

養
控
除
、
基
礎
控
除
な
ど
）以
外

の
控
除
額
が
増
加
し
た
り
、
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
な
ど
に
よ
っ
て

所
得
税
が
課
税
さ
れ
な
く
な
っ

た
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
申
告
期
間
】
平
成
二
十
年
七
月

一
日（
火
）〜
三
十
一
日（
木
）

※
対
象
者
に
は
、
事
前
に（
六
月

下
旬
ご
ろ
）
通
知
し
ま
す
の
で
、

期
間
中
に
申
告
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
税
務

課
住
民
課
税
グ
ル
ー
プ
（
�
６

９
２
・
２
１
１
１
内
線
１
５
２
）

加
入
し
た
場
合
に
は
、
加
入
後
二

年
間
は
、
所
得
割
、
資
産
割
が
免

除
さ
れ
、
軽
減
に
該
当
す
る
場
合

を
除
い
て
、
均
等
割
が
半
額
と
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
国
保
加
入
者
が

世
帯
で
一
人
だ
け
の
場
合
に
は
、

平
等
割
も
半
額
に
な
り
ま
す
。

こ
の
減
免
を
受
け
る
に
は
、
申

請
が
必
要
で
す
。

③
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
の

保
険
税
の
減
免

○
公
的
年
金
等
受
給
者

に
対
す
る
特
別
控
除

が
廃
止
に

○
２
割
軽
減
の
場
合
は

申
請
の
必
要
が
な
く

な
り
ま
し
た

住
民
税
を
還
付
し
ま
す

夫76歳　妻72歳被扶養者
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国
民
年
金
制
度
は
二
十
歳
以
上
六
十

歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
制

度
で
す
。
老
後
の
基
礎
年
金
の
ほ
か
、

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
故
発

生
時
に
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
経
済
的
な
理
由
で
納
付
が
困
難
な
時

申
請
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
免
除
、
ま
た
は
一
部
納

付（
一
部
免
除
）に
な
る
制
度
が
あ
り
ま

す（
左
表
参
照
）。「
保
険
料
を
納
め
る

の
が
困
難
」
と
い
う
人
は
、
免
除
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。
国
民
年
金（
基
礎

年
金
）は
給
付
の
三
分
の
一（
将
来
は
二

分
の
一
）が
国
庫
負
担
で
賄
わ
れ
て
い

る
た
め
、
免
除
期
間
も
通
算
期
間
に
算

入
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
免
除
を
受
け

な
い
と
受
給
資
格
を
満
た
す
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
た
め
、
基
礎
年
金
も
受
給

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

一
部
免
除
を
受
け
た
人
は
減
額
後
の

保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
未
納
扱
い
に

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
一
部
保
険
料
を

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

免
除
を
申
請
す
る
際
は
印
鑑
と
年
金

手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
保
健
課
国

保
年
金
担
当（
内
線
１
３
５
）

申請免除は４段階

免除の対象となる所得のめやす

免除制度

一部納付
１／4納付 1／2納付 3／4納付

４人世帯 162万円 230万円 282万円 335万円
２人世帯 92万円 142万円 195万円 247万円
単身世帯 57万円 93万円 141万円 189万円

世帯構成 全額免除

●全額免除、４分の３
免除、半額免除、４分
の１免除があります。
●段階ごとに納める保
険料は右のとおりです。
●免除の申請は、①所
得が一定以下の人、②
天災・失業などの理由
により保険料を納付す
ることが著しく困難な
人、③生活保護や障害
基礎年金を受けている人などに当てはまる場合にできます。

免除となる期間

免除期間は７月から翌年６月までです。申請が遅れて
も７月までさかのぼって免除が認められます。原則とし
て毎年申請が必要ですが、全額免除については「継続申請」
を希望すると翌年度からは申請が不要になります。

追納で老後の年金を満額に近づけられます
老後の年金額は、免除期間分減額されますが、10年以

内であれば追納が可能です。追納することにより、老後
の年金を満額に近づけることができます。

※社会保険料控除などの控除額は個人により異なるため、この
表はあくまでもめやすです。

※国庫負担は現在
１/３から１/２へ
の段階的な引き上
げを行っていると
ころです。左は国
庫負担が１/３の
場合の割合です。

◆老後の年金（老齢基礎年金）額の比較

福
祉
国
民
年
金
保
険
料

全額免除

3/4免除

半額免除

1/4
免除

1/4
納付

半額納付

3/4納付

免除なし

保険料（月額）

保険料（月額）

保険料（月額）

保険料（月額）

保険料（月額）

納付なし

3,600円

7,210円

10,810円

14,410円

納
付
が
困
難
な
場
合
は
相
談
く
だ
さ
い

町
で
は
、
住
民
の
町
の
施
策
や

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
の
動

向
な
ど
を
把
握
し
、
住
民
と
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
今
年

度
住
民
意
識
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

調
査
の
対
象
は
町
内
在
住
の
満

十
八
歳
以
上
の
住
民
の
中
か
ら
三

千
五
百
人
を
無
作
為
に
抽
出
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
調
査
は
平
成
二
十
年
六

月
五
日
（
木
）
か
ら
六
月
二
十
日

（
金
）に
か
け
て
統
計
調
査
員
な
ど

を
通
じ
て
行
い
ま
す
。

【
調
査
内
容
】

雫
石
町
の
現
状
に
つ
い
て（
自
然

環
境
に
対
す
る
満
足
度
、
道
路
整

備
に
対
す
る
満
足
度
な
ど
）、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用（
接
続
）に

つ
い
て
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い

て
、
住
宅
の
耐
震
性
能
に
つ
い
て

な
ど調

査
の
対
象
と
な
っ
た
場
合

は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町
役
場
経
営
推
進
課
（
�
６
９

２
・
２
１
１
１
）

住
民
意
識
調
査
を

実
施
中
で
す

盛
岡
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
年
金

の
納
付
に
関
す
る
相
談
会
を
実
施
し
ま

す
。
保
険
料
の
納
付
や
免
除
に
関
す
る

相
談
は
も
ち
ろ
ん
、「
年
金
特
別
便
」の

内
容
や
、
年
金
加
入
記
録
に
つ
い
て
も

相
談
に
応
じ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
年

金
の
加
入
記
録
に
対
し
て
不
安
を
お
持

ち
の
人
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
七
月
十
二
日（
土
）

十
時
〜
十
六
時

【
場
所
】
町
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

【
持
ち
物
】
印
鑑
・
年
金
手
帳
　
※
必

要
に
応
じ「
年
金
特
別
便
」

国
民
年
金
納
付
相
談
会
を
開
催
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周
知
戸
籍
情
報
の
保
護
へ

「
本
人
確
認
」ご
理
解
く
だ
さ
い

虚
偽
の
届
出
防
止
の
た
め
戸
籍
届
や

住
民
異
動
届
の
際
の
本
人
確
認
を
、
五

月
一
日
か
ら
住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
謄

本
な
ど
の
交
付
の
際
に
も
行
っ
て
い
ま

す
。住

民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
本
な
ど
の

交
付
を
窓
口
で
申
請
さ
れ
る
際
は
、
運

転
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明
書
の
提
示

が
必
要
で
す
。
な
り
す
ま
し
に
よ
る
証

明
書
の
不
正
取
得
防
止
や
個
人
情
報
保

護
の
た
め
本
人
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

【
窓
口
で
提
示
し
て
い
た
だ
く
も
の
】

○
官
公
署
発
行
の
顔
写
真
付
き
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
、
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

○
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書
を
持
っ
て

い
な
い
場
合
は
、
健
康
保
険
被
保
険

者
証
、
年
金
証
書
な
ど

※
本
人
確
認
に
利
用
で
き
る
住
基
カ
ー

ド
の
無
料
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町
役
場
住
民
課（
内
線
１
１
２
）

ワーク・ライフ・バランスとは、男性も女性もそれ
ぞれの暮らしに応じて、仕事、家庭、地域活動などの
さまざまな活動について、自分の希望するバランスで
仕事と生活の調和を図ることのできる状態のことです。
私たちが日々暮らしていく中で、それぞれが会社、

家庭、地域などでいろいろな役割を担いながら生活し
ています。もし、一人のバランスが崩れてしまうと、
その歪みが徐々に広がっていき、地域、そして社会全
体のバランスが崩れてしまい、社会の活力が低下して
しまいます。
このように社会の活力が低下する状況を引き起こさ

ないためにも、女性も男性も仕事と生活の調和が取れ
るよう、働き方を見直し、家庭や地域活動などへ参画
できるバランスの取れた暮らしを実現し活力ある社会
を構築していきましょう。
この機会に皆さんもワーク・ライフ・バランスにつ

いて考えてみませんか。
【問い合わせ先】
男女共同参画センター　�606－1761 
ＵＲＬ　http://www.aiina. jp/danjo/index.html

だれもが輝く「男女共同参画社会」へ

福
祉
６
月
中
に
提
出
を

児
童
手
当
の
現
況
届
お
済
み
で
す
か

児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
給
す
る
た

め
に
は
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

提
出
時
期
は
毎
年
六
月
で
す
。
こ
の
届

け
出
が
な
い
と
、
六
月
分
以
降
の
手
当

て
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

○
児
童
手
当
と
は

小
学
校
修
了
前
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

前
年
の
所
得
が
一
定
以
上
の
場
合
に
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

手
当
月
額
は
、
第
一
子
、
第
二
子
が

五
千
円
、
第
三
子
以
降
が
一
万
円
で
、

三
歳
未
満
は
一
律
一
万
円
で
す
。

支
給
は
年
三
回
で
、
原
則
と
し
て

二
月
、
六
月
、
十
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の

前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

出
生
や
転
入
な
ど
に
よ
り
新
た
に

受
給
資
格
が
生
じ
た
場
合
、
児
童
手

当
を
受
給
す
る
に
は
町
役
場
の
担
当

窓
口
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
福
祉
課
児

童
グ
ル
ー
プ（
内
線
１
２
５
、
１
２
８
）

募
集
初
夏
の
寄
せ
植
え
を
作
っ
て
み
よ
う

花
づ
く
り
講
習
会
参
加
者
を
募
集

町
で
は
花
づ
く
り
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
グ
リ
ー
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
栗
田

啓
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
国
際
的
な
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
の
講

演
と
初
夏
の
寄
せ
植
え
の
実
習
を
行
い

ま
す
。
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
初
心
者
で
も
楽

し
め
る
内
容
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

【
日
時
】七
月
六
日（
日
）十
時
〜
十
二
時

【
場
所
】
御
明
神
公
民
館
一
階
ホ
ー
ル

【
料
金
】
千
円（
当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

【
申
し
込
み
方
法
】
町
内
に
住
所
ま
た

は
勤
務
先
が
あ
る
人
な
ら
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
電
話
で
、
行
政
区
名

ま
た
は
勤
務
先
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

【
受
け
付
け
開
始
】
六
月
十
九
日（
木
）

八
時
三
十
分
か
ら（
定
員
三
十
人
に
な

り
次
第
終
了
）

【
申
し
込
み
先
】
町
役
場
住
民
課
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ（
内
線
１
１
４
）
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催
し
消
防
団
の
訓
練
の
成
果
を
披
露

７
月
６
日
は
町
消
防
演
習
の
参
観
を

八
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
度
の
交

通
災
害
共
済
期
間
が
始
ま
り
ま
す
。

交
通
災
害
共
済
と
は
、
わ
ず
か
な
掛

金
を
出
し
合
い
、
交
通
事
故
で
け
が
を

し
た
場
合
な
ど
に
被
災
者
や
そ
の
家
族

を
救
済
す
る
「
み
ん
な
の
た
め
の
相
互

扶
助
制
度
」で
す
。

交
通
事
故
に
よ
り
け
が
を
し
た
場

合
、
最
低
保
証
額
二
万
円
か
ら
三
十
万

円
ま
で
の
範
囲
で
、
入
院
や
通
院
の
日

数
に
応
じ
た
額
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
交
通
事
故
に
よ
り
死
亡
も
し
く
は

障
害（
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
施
行

令
に
お
け
る
第
一
級
、
第
二
級
の
後
遺

症
ま
た
は
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規

則
に
お
け
る
第
一
級
の
身
体
障
害
）と

な
っ
た
場
合
は
、
百
十
万
円
支
払
わ
れ

ま
す
。

七
月
中
に
行
政
区
長
さ
ん
を
通
じ
て

加
入
の
と
り
ま
と
め
を
行
い
ま
す
。
掛

金
は
「
お
と
な
」
も
「
こ
ど
も
」
も
年
額

一
人
四
百
円
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
総
務
課（
�

内
線
２
２
３
）

紹
介
少
な
い
掛
け
金
が
魅
力

交
通
災
害
共
済
加
入
の
手
続
き
を

平
成
二
十
年
度
雫
石
町
消
防
演
習

を
七
月
六
日
、
町
役
場
駐
車
場
を
主
会

場
に
開
催
し
ま
す
。
町
消
防
団
の
日
ご

ろ
の
訓
練
成
果
を
ど
う
ぞ
ご
参
観
く
だ

さ
い
。

規
律
訓
練
や
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
、
纏

振
り
訓
練
、
ラ
ッ
パ
吹
奏
訓
練
、
初
期

消
火
・
救
護
訓
練
・
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
を

標
的
と
し
た
放
水
訓
練
、
分
列
行
進
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
日
時
】
七
月
六
日（
日
）

七
時
三
十
分
〜
十
二
時

【
場
所
】
役
場
駐
車
場
、
中
央
公
民
館

前
、
上
町
〜
中
町
の
県
道

【
交
通
規
制
】
放
水
訓
練
の
際
に
中
央

公
民
館
前
の
町
道
雫
石
中
央
線
が
、
分

列
行
進
の
際
に
上
町
か
ら
中
町
ま
で
の

県
道
雫
石
東
八
幡
平
線
が
そ
れ
ぞ
れ
交

通
規
制
さ
れ
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
問
い
合

わ
せ
先
】

町
役
場
総

務
課
消
防

交
通
担
当

（
�
内
線

２
２
１
、

２
２
４
）

雫石町婦人消防協力隊
活動協力金（任意寄付）のお願い

雫石町婦人消防協力隊は、家庭から火災を
出さないため啓発活動などに鋭意取り組んで
います。今後も精力的に防火啓発活動を行え
るよう町民の皆さまからの協力金を募ってい
ます。ご協力をお願いいたします。
協力金�1世帯100円以上（任意寄付）
19年度に各家庭からいただいた協力金は

476,200円で、町補助金を含めた19年度収入額
は756,000円でした。
この活動費は住宅用火災警報器の一般家庭

への設置促進に関する活動費、９団体ある幼
年少年消防クラブの活動育成費、活動隊員の
出動に対する費用弁償、県や岩手支部など上
部団体が主催する各種研修会への参加費など
に活用しています。

◆婦人消防協力隊の主な活動◆
○春季・秋季全国火災予防運動や年末年始時の防
火広報パトロール　○幼年少年消防クラブの育成
指導　○救急救命技術の習得　○消防団の後方支
援活動　○住宅用火災警報器の設置促進活動

秋
田
・
岩
手
地
域
連
携
軸
推
進
協
議

会
の
構
成
市
町
村
は
五
月
二
十
三
日
、

大
仙
市
で
大
規
模
災
害
時
で
の
相
互
援

助
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
協
議

会
は
国
道
46
号
、
１
０
６
号
、
13
号
の

沿
線
自
治
体
で
あ
る
雫
石
町
、盛
岡
市
、

川
井
村
、
宮
古
市
と
秋
田
県
仙
北
市
、

大
仙
市
、
秋
田
市
、
潟
上
市
の
八
市
町

村
で
構
成
さ
れ
、
中
屋
敷
町
長
ら
が
協

定
書
に
署
名
を
交
わ
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
に
よ
り
災
害
時
に
は
飲
料

水
や
食
料
、
必
要
な
機
材
の
援
助
や
市

町
村
職
員
の
派
遣
な
ど
を
す
る
こ
と
に

し
、
国
道
を
軸
に
し
な
が
ら
相
互
に
助

け
合
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

協
定
県
境
越
え
国
道
を
軸
に
８
市
町
村

災
害
に
備
え
相
互
援
助
を
締
結

協定を締結し発効を祝う中屋敷町長（右から4人目）ら
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昭和21年に雫石町警防団に入団

し、以来昭和63年まで42年の長き

にわたり職務に精励されました。

特にも昭和61年からは消防団分

団長として卓越した指導力と統率

力で団員教育など精力的に活動し

消防事業の発展に尽力されました。

また、火災予防に対する住民の

認識を深めるために、地域の婦人

消防協力隊と一体となり火災予防

啓発に寄与されました。

昭和30年に臨時農業基本調査

員に任命されて以来、52年の長

きにわたり、通算94回の各種統

計調査に従事されました。

町統計調査員協議会において

昭和49年度から3年間監事を、

昭和53年度から平成17年度まで

28年間理事を、平成18年度から

は副会長を務め、現在も調査員

の模範として正確な調査の実施

に尽力されています。

春の叙勲で２氏が受章

叙位

功績が輝く
平成20年春の叙勲で町の消

防防災活動に尽力された堀合
政男さんと、統計調査に尽力
された本明直志さんがそれぞ
れ瑞宝単光章に輝きました。

故堂前正志さんが平成20年3月7日、従

五位を受けられました。

故堂前正志さん（野中）は、昭和36
年に町選挙管理委員会に選任され、
平成5年まで32年にわたり委員並びに
委員長の要職を務めました。また、
昭和35年から保護司を拝命し、以来
32年間にわたり不幸にして罪を犯し
た人たちを更生に導きました。

瑞 宝 単 光 章

堀
合

政
男
さ
ん

（
下
町
３
・
80
歳
）

本
明

直
志
さ
ん

（
上
野
沢
・
78
歳
）

瑞 宝 単 光 章

周
知
町
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
推
進
事
業

登
録
団
体
が
着
々
と
増
え
て
い
ま
す

町
で
は
、「
結
い
っ
こ
」と
呼
ば
れ
る

地
域
の
つ
な
が
り
を
強
め
、
よ
り
住
み

や
す
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
推
進
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
に
取
り
組
む
自
治
会
な
ど

の
団
体
登
録
や
交
付
金
交
付
申
請
を
、

四
月
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
次
の
自
治
会
が
団
体
登
録
を
行

い
ま
し
た
（
五
月
二
十
二
日
現
在
）。

○
林
公
民
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
林
行
政

区
）

○
七
ツ
森
・
丸
谷
地
自
治
会
（
七
ツ

森
・
丸
谷
地
行
政
区
）

○
中
島
自
治
会（
中
島
行
政
区
）

こ
れ
で
昨
年
度
ま
で
に
登
録
し
た
自

治
会
と
合
わ
せ
る
と
三
十
四
団
体
と
な

り
、
町
内
七
十
四
行
政
区
に
対
す
る
割

合
は
お
よ
そ
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り

ま
し
た
。

団
体
登
録
や
交
付
金
交
付
申
請
の
期

限
は
七
月
三
十
一
日
を
目
安
と
し
て
い

ま
す
の
で
、
申
請
を
行
う
予
定
が
あ
る

場
合
は
計
画
的
に
進
め
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を

希
望
す
る
団
体
も
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

「
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
」「
興
味

は
あ
る
が
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
わ
か

ら
な
い
」な
ど
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

説
明
会
開
催
の
日
時
、
場
所
な
ど
は

問
い
ま
せ
ん（
日
程
が
他
の
行
政
区
な

ど
と
重
複
し
た
場
合
は
、
調
整
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
）。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町
役
場
住
民
課（
�
内
線
１
１
３
）

山岳遭難事故防止を
呼びかける

毎年駒ヶ岳周辺において、山
菜採りなどによる山岳遭難事故
が発生しています。それらの山
岳遭難事故の未然防止を図るた
め、5月31日早朝、国見温泉入
り口で山菜採りなどの入山者に
遭難防止啓発チラシの配布が行
われました。
南岩手山岳遭難対策委員会雫

石救助隊をはじめ、雫石交番所
などがちらしを手に遭難防止を
呼びかけました。
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周
知
超
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」
が
開
始
さ
れ
ま
す

八
月
二
十
日
か
ら
町
内
の
一
部
地
域

（
表
参
照
）
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
光
フ

ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
超
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
サ
ー
ビ
ス「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」の
提
供

が
開
始
さ
れ
ま
す
。

町
で
は
、
今
回
サ
ー
ビ
ス
提
供
さ
れ

る
地
域
の
世
帯
や
事
業
所
な
ど
を
中
心

に
超
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
意

向
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査

結
果
を
も
と
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
岩
手
支

店
に
要
望
し
た
結
果
、
今
回
の
サ
ー
ビ

ス
提
供
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

今
後
も
、
引
き
続
き
提
供
エ
リ
ア
の

拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て

い
く
予
定
で
す
。

○
光
で
始
ま
る
新
サ
ー
ビ
ス

高
速
・
大
容
量
の
通
信
を
可
能
に
す

る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
別
々
の
機
器
や
通
信
回

線
を
使
っ
て
提
供
さ
れ
て
い
た
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
、
電
話
、
映
像
を
一

本
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
ま
と
め

て
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２

０
・
１
１
６
・
１
１
６
）
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

柿木、上曽根田、上町北、上町西、上

町東、上町南、源大堂、小日谷地、塩

ヶ森、下曽根田、下平、下町、下町西、

下町東、千刈田、高前田、寺の下、長

畑、中町、七ツ森、八卦、町裏、麻見

田、万田渡

サービス提供開始エリア

災
害

西
根
高
倉
山
地
内
の
葛
根
田
地
熱
発

電
所
付
近
の
国
有
林
で
四
月
二
十
日
、

土
砂
崩
れ
が
発
生
、
県
道
西
山
生
保
内

線
が
現
在
も
通
行
止
め
に
な
っ
て
い
る

ほ
か
、
地
熱
発
電
関
係
施
設
も
休
止
状
態

が
続
い
て
い
ま
す
。

災
害
発
生
後
、
国
直
轄
に
よ
る
災
害
復
旧

工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
工
事
の
終
了
時

期
は
未
定
で
す
が
、
滝
ノ
上
温
泉
は
休
止
し

て
い
る
給
湯
施
設
が
間
も
な
く
復
旧
す
る
予

定
で
、
温
泉
の
営
業
再
開
は
六
月
下
旬
に
な

る
見
込
み
で
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
県
道
は

滝
ノ
上
温
泉
ま
で
開
通
す
る
予
定
で
す
。

滝
ノ
上
で
土
砂
崩
壊

県
道
西
山
生
保
内
線
通
行
止
め
続
く

崩落による土砂で埋まった県道西山
生保内線（滝ノ上地内、５月2日）

寄
付
ふ
る
さ
と
納
税
第
一
号
を
受
け
付
け

東
京
の
坂
本
巳
由
さ
ん
か
ら
３
万
円

東
京
都
文
京
区
在
住
で
在
京
町
友
会

会
長
の
坂
本
巳
由
さ
ん
が
六
月
六
日
、

町
役
場
町
長
室
を
訪
れ
、
高
橋
副
町
長

に
三
万
円
の
寄
附
を
手
渡
し
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
に
貢
献
で
き
れ
ば
」
と
語

る
坂
本
さ
ん
。
今
回
の
寄
附
は
、
今
年

一
月
一
日
以
降
の
市
町
村
な
ど
へ
の
寄

附
金
が
個
人
住
民
税
の
控
除
と
な
る

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
施
行
後
、
町

が
受
け
た
第
一
号
と
な
り
ま
し
た
。
町

で
は
、
い
た
だ
い
た
寄
附
金
を
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

高橋副町長に寄附金を手渡す坂本さん（左）



生活
環境

健康
福祉

税・
年金 相談募集 催し

●町役場への問い合わせ…�692－2111

13 広報しずくいし　第611号

夏
山
登
山
始
ま
る

駒
ヶ
岳
で
山
開
き

駒
ヶ
岳
山
頂
で
万
歳
三
唱
を
す
る
参
加
者

催
し
岩
手
山
山
開
き
は
７
月
１
日

網
張
登
山
口
か
ら
出
発
し
ま
す

自立した生活への住まいづくりを応援

高齢者福祉サービス通信

○雫石町地域包括支援センター �691－1105
○日赤鴬鳴荘在宅介護支援センター �695－2536
○在宅介護支援センター笑々館 �692－3164
○はーとぽーと雫石在宅介護支援センター

�691－1022
○在宅介護支援センターおみょうじん �691－2550
○町役場福祉課高齢者福祉担当 �692－2111（119）

資源ごみ情報　分別排出でリサイクル推進

リデュースへの取り組み
私たちの生活にごみはつきものです。しかし、その処理費用は私たちが負

担しなければなりません。少しでもその費用を軽減するため、ごみの発生抑
制（リデュース）に取り組みましょう。
・買い物のときには、マイバック、マイバスケットを持つことでごみ減量に
つながります。

・マイボトル、マイ箸などを携帯する人も増えてきました。
・家庭から出るごみの中で、最も多いのが生ごみです。食べ残しをしない、
水切りをするなど生ごみの減量に取り組みましょう。

・不用になったものは、福祉バンクやリサイクルショップを利用しましょう。
・使えるものは最後まで徹底的に使いましょう。
一人ひとつでも環境にやさしい取り組みを行いましょう。一人ひとりの取

り組みがごみ減量につながります。

びん類 缶類 プラ類 紙類 鉄くず 合計

4月 24,080 13,350 0 54,040 10,380 101,850

前年同期 0 13,400 0 55,800 1,410 70,610

比較 24,080 △50 0 △1,760 8,970 31,240

（単位：kg）

＜資源化実績＞

◆資源ごみ全量リサイクル化を目指して
皆さんから排出された資源ごみのうち、4月にリサイクルに向けた量は102ト
ンでした。皆さんに分別排出していただいた資源ごみは、引き取り基準に合致
させるため、清掃センターでさらに選別処理しています。選別後のごみは一定
量になるまでストックヤードで保管し、専門業者に引き渡しています。

【担当】町役場環境対策課（�内線166）

町では、介護が必要な高齢者や障害者が在
宅で自立した生活を送れるよう支援するとと
もに、介護者の負担を軽減するための住宅改
修に必要な経費に対して補助しています。
【対象者】①介護認定者（要支援～要介護５）
②重度身体障害者（肢体不自由１～３級）
【対象工事】対象者が居住している住宅で、ト
イレ、浴室、玄関、台所、廊下、居室、階段、
洗面所などの改善、段差解消、手すりの設置
など日常生活動作に合わせて改善する工事
【対象外】①世帯の前年度所得金額が800万円
以上　②本事業を利用済みの場合　③新築
④増築　⑤賃貸住宅　⑥本事業補助決定前に
着手した工事
【補助金額】上限110万円、改善費の2/3
【申し込み期限】7月31日（木） まずは地域包
括支援センターにご相談ください。

雫
石
町
観
光
協
会
と（
社
）田
沢
湖
観

光
協
会
の
主
催
で
駒
ヶ
岳（
一
六
三
七

メ
ー
ト
ル
）山
開
き
が
六
月
一
日
行
わ

れ
ま
し
た
。
本
町
側
の
山
開
き
式
は
国

見
登
山
口
で
実
施
。
中
屋
敷
十
町
長
を

は
じ
め
山
岳
関
係
者
ら
約
五
十
人
が
参

加
し
、
午
前
八
時
か
ら
山
の
安
全
を
祈

願
す
る
神
事
を
行
い
ま
し
た
。
式
終
了

後
、
参
加
者
は
早
速
登
山
に
出
発
。
登

山
道
は
濃
い
霧
が
立
ち
こ
め
、
時
折
強

い
風
も
吹
き
ま
し
た
が
、
登
山
者
た
ち

は
所
々
に
雪
の
残
る
中
、
山
頂
を
目
指

し
歩
を
進
め
、
夏
山
登
山
の
幕
開
け
を

告
げ
ま
し
た
。

頂
上
で
は
山
開
き
を
共
催
し
た
秋
田

県
仙
北
市
と
本
町
の
山
岳
関
係
者
な
ど

に
よ
る
山
頂
交
歓
会
で
ピ
ッ
ケ
ル
交
換

が
行
わ
れ
、
交
流
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

報
告

一
昨
年
の
土
石
流
に
よ
り
使
用
不

能
と
な
っ
て
い
る
御
神
坂
駐
車
場
に
つ

い
て
岩
手
県
は
、
今
年
九
月
ま
で
に
整

備
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
来
年
度
に
は
新
た
な
ト
イ
レ

休
憩
施
設
が
同
所
に
建
て
ら
れ
る
計
画

で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
商
工
観
光

課（
内
線
２
５
１
、
２
５
６
）

◆
御
神
坂
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
ま
す

岩
手
山
の
登
山
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
岩
手
山
の
山
開
き
は
七
月

一
日
で
す
。
雫
石
町
側
で
は
網
張
登
山

口
で
神
事
を
行
っ
た
後
、
午
前
五
時
五

十
分
か
ら
記
念
登
山
を
開
始
し
ま
す
。

山
頂
で
は
各
登
山
口
か
ら
集
合
し
た
周

辺
市
町
村
の
山
岳
愛
好
者
ら
が
集
い
、

正
午
か
ら
ピ
ッ
ケ
ル
交
換
な
ど
の
交
歓

会
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

※
雨
天
時
の
判
断
▽
他
市
町
村
と
協
議

の
上
、
午
前
五
時
に
決
定
し
ま
す
。
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●あなたの身近で起きた出来事や
楽しい話題、イベントなどの情報
をお知らせください。

【町役場経営推進課広聴広報担当】
〒020－0595（住所不要）
電話番号：692－2111
FAX番号：692－1311
Eメール：kouhou@town.shizukui
shi.iwate.jp

4月22日

国際地球デーにあわせ
七ツ森町有林で刈り払い

今年も東京から中学生が来町
初挑戦の田植えに歓声上がる

雫石ライオンズクラブとＮＰＯ法人しずくいしは
国際地球デーの4月22日、七ツ森町有林で刈り払い
と清掃活動を行いました。当日は両団体の会員11
人が参加。刈り払いは、七ツ森小学校と養護老人ホ
ーム松寿荘の間にある桃源郷で行われました。この
刈り払い奉仕は同クラブが10年も続けているもの
で、参加者は慣れた手つきできれいに仕上げました。

東京都昭島市
の私立啓明学園
中学校の３年生
114人が５月13
日、本町を訪れ
農作業を体験し
ました。
午前中は6班に
分かれ、ジャガ
イモ種植え、ホ

ウレンソウ収穫、ブルーベリー苗定植、トウモロコ
シ定植、枝豆定植作業などを体験しました。慣れな
い作業に、生徒たちは交代しながら真剣に作業を進
めていました。
午後は西安庭地内の約14アールの水田で、田植え
を体験。JA新いわて青年部の指導を受けながら手作
業で苗を植えました。泥に足を取られたり、虫に驚
きながらもの約１時間で全作業が終了。最初は水田
に足を入れるのを戸惑っていた生徒たちも、最後は
泥まみれになりながら田植えを楽しんでいました。

5月13月

5月25日、御明神小学校で地元
消防団員らによる放水のデモン
ストレーションが行われました。

同小学校の運動会に合わせて
町消防団第三分団が行ったもの
で、団員らの指導のもと、児童

が放水の体験に
挑戦しました。
生まれて初め

ての体験に児童
は、「水の勢いが
手に伝わってき
てすごく楽しか
った。またやり
たい」などの感
想が話され、普
段じっくり見る
ことのできない
消防車などを目
の前に満足げな
表情を浮かべて
いました。

まちの話題・出来事紹介

5月25日

ホースを抱え初体験に溢れる笑顔
御明神小の児童が挑戦

刈り払い、清掃活動を行った雫石ライオンズクラブとＮＰＯ
法人しずくいしの会員

泥だらけになりながら田植えに挑戦す
る生徒たち

消防団員らと放水に挑戦する御明神小児童たち
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5月30日

雫石中学校の生徒が清掃活動に汗
美しい町の景観保護に一役

山津田さん、藤本さんの2人を
自衛官募集相談員に委嘱

5月30日、雫石中学校（千葉和寿校長、生徒526人）
の生徒が「ごみゼロ運動」を展開し、町内の清掃活動
を行いました。
清掃作業を集団で行うことで、生活環境について

生徒一人ひとりが学び考えて行動していく力を育成
するために行われているものです。
中でも３年生は恒例の国道46号沿線で清掃を展開
しました。今年は例年に比べごみの量が少なく、こ
れまでの活動の成果が感じられました。

5月22日

TOWN TOPICS

自衛官募集相談員の委嘱状交付式が、5月22日町役
場町長室で行われ、山津田勝治さん（64歳・林崎・�
692-0007）と藤本伸さん（57歳・男助・�695-2666）
に、町と自衛隊から委嘱状が交付されました。
自衛官募集相談員の主な業務は、自衛官の募集情

報の提供や志願者確保、募集案内広報に協力するこ
と、自衛官の募集に関する相談などで、任期は２年
です。お気軽にご相談ください。

国
道
沿
い
の
ご
み
を
拾
う
雫
石
中
の
生
徒

①職種 ②基本給 ③求人番号④必要資
格など　注）�印は正社員採用

（株）ダイヤテックス（小日谷地）：�①法面工②24万円③03010－6535681④経
験者優遇、１種普通免許　日映エンタープライズ（株）（丸谷地）：①接客・販売②
115,500円～148,500円③03010－6083681④１種普通免許、接客経験有尚可
同：�①接客・販売②14万6千円③03010－4207181④１種普通免許、接客経
験有尚可　大建重工（株）（万田渡）：��建設鳶工・鍛冶工②14万円～24万円③
03010－6123481④１種普通免許、高所作業経験、溶接・高所作業車等資格取得者歓
迎　阿部商事警備業務部SECURITYabe阿部克巳（町内・滝沢村）：�警備員②13万8千円
～16万1千円③03010－6228681④１種普通免許、初心者可、経験者尚可、交通誘導警
備業務1・2級尚可　（有）横手鈑金工業所（黒沢川）：�①１級建築士または１級施
工管理技士②30万円～40万円③03010－4838881④１種普通免許、１級建築士、
１級建築施工管理技士、建築工事現場監督3年以上　同：�①板金工②15万円～
30万円③03010－5620381④１種普通免許、板金工1年以上 （株）やわらぎホ

ーム盛岡営業所（町内）：�現場管理者②20万4千円～28万8千円③03010－5236781⑥
１種普通免許、現場管理経験者優遇　坂本商事（仁沢瀬）： ��解体作業員、配送員
②15万6千円③03010－5154581⑥大型運転免許、フォークリフト操作 明北産業（株）

（西安庭）：�①土木施工管理技士②25万円③03010－4801481④土木作業、土
木施工管理、土木施工管理技士2級以上 （有）グリーンガレージ（長山）：��部品用
品取付修理②15万円③03010－4919281⑥１種普通免許（AT限定不可） 中間法人東日
本福祉手技療法普及協会（町内）：��エステテシャン②16万円～20万円③03010－
4293981④経験あれば尚可 （有）オプト電通（七ツ森）：�①電話工事作業員②15
万円～23万円③03010－3885281④１種普通免許、経験者歓迎　（株）Ｍike（町
内）：�レセプションカミティ②148,750円③03010－3363381④１種普通免許 （財）

いわてリハビリテーションセンター（七ツ森）：①臨時事務補助員②120,960円～
171,360円③03010－6875481④医療事務関係資格、エクセル、ワード操作、
病院事務経験者尚可　マンパワー・ジャパン（株）盛岡支店（町内）：①医療事務業
務②16万8千円～17万6千円③03010－6849681④医療事務実務経験者 養護老

人ホーム松寿荘（七ツ森）： ①介護職員②14万4千円③03010－6555881④介護福
祉士またはヘルパー1～2級、経験者優遇　（社）康済会身体障害者療護施設「う
ぐいすの郷」（西安庭）：①介護職員②14万7千円③03010－6338881④介護福祉
士、ホームヘルパー2級以上　（社）康生会鴬宿温泉病院（南畑）：�①看護師・
准看護師②160,100円～28万円③03010－4799781④看護師、准看護師　（医）
雫石大森クリニック（千刈田）：� ①看護師②21万円～23万円③03010－
4429681④看護師　（株）銀河調剤（町内・盛岡市）：��薬剤師②23万2千円～45万
円③03010－3247881④薬剤師 （株）ホテル加賀助（鴬宿）：��営業フロント②18万
円～23万円③03010－6925281④１種普通免許（AT限定不可） 同：��厨房②15万円
～18万円③03010－3150881④不問 （株）しずくいし（橋場）： �①調理スタッフ②
149,800円③03010－6832981④調理、原価計算、食材等の発注の経験、１種
普通免許　（株）ホテル東日本（町内）：��施設管理②131,100円～213,900円③
03010－6793981④不問 ニュー鶯山荘（鴬宿）：�①ホテル旅館業務②12万円～15
万円③03010－6735981④経験者優遇、Word、Excel操作可、１種普通免許
岩手労済鶯宿保養所南部富士見ハイツ（鴬宿）：①サービス係②120,750円～
154,387円③03010－3131581④不問　同：①清掃係②120,750円～125,925円
③03010－5728981④不問　（株）岩手県市町村職員保健保養施設運営管理機構（ゆ
こたんの森）（長山）：�料飲係②162,200円～172,500円③03010－5431881④１種
普通免許、シフトにより早朝や夜が遅い勤務にも対応、料飲係経験者 （株）NEO
STAFF盛岡オフィス（町内）： �接客②17万5千円～192,500円③03010－4402381④
１種普通免許　（株）長栄館（鴬宿）：��調理②15万円～22万円③03010－4221881
④不問

※5月21日までに盛岡公共職業安定所に申し込みのあった町内企業の求
人情報です。【問い合わせ先】就業希望の方は、同職業安定所紹介第一
部門（�624－8902）まで求人番号を告げて問い合わせください。また、
事業所へは職業安定所の紹介状をご持参ください※役場１階に求人情
報を掲示しています。ご利用ください。【担当】町役場商工観光課（�
692－2111）

改正・最低賃金法
平成20年7月1日から施行されます。

主な改正内容は、次のとおりです。
①最低賃金の適用除外規定が廃止され、減額特例となります。
施行日時点において既に適用除外の許可を受けている労働
者について、使用者は施行日から1年以内に新たに減額特例
の許可を受ける必要があります。
②派遣労働者には、派遣元ではなく、派遣先の地域別最低賃金
または特定最低賃金が適用されます。
③地域別最低賃金額以上の賃金が支払われない場合の罰金額の
上限が2万円から50万円に引き上げられました。

（岩手労働局）

中屋敷町長から委嘱状を受ける山津田勝治さん（右）と藤本
伸さん（右から２人目）
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この広告は、広告主の責任において雫石町が掲載しているものです。広告の内容について雫石町が推奨等をするものではありません

約
五
年
間
の
活
動
の
中
で
七

十
五
回
ほ
ど
公
演
を
し
ま
し

た
。
そ
の
た
び
に
十
日
間
ほ
ど

練
習
し
ま
し
た
の
で
仕
事
よ
り

も
頑
張
り
ま
し
た
ね
。

三
宝
の
名
前
は
な
く
な
り
ま

し
た
が
現
在
で
も
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
人
た
ち
な
ど
に
よ
っ
て
踊

り
は
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
毎

年
篠
崎
の
秋
祭
り
で
は
、
篠
崎

舞
踊
団
と
し
て
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

時
代
の
流
れ
に
よ
り
、
子
ど

も
の
数
も
減
り
踊
れ
る
人
は
少

な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
私
も

子
ど
も
た
ち
に
教
え
た
り
し
な

が
ら
、
永
く
後
世
に
伝
え
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
十
七
年
ご
ろ
、
私
を
含
む

三
人
で
三み

宝
た
か
ら

舞
踊
団
が
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
当
時
私
は
十
五
歳
く
ら

い
。
宮
古
市
か
ら
舞
踊
の
先
生
を

呼
ん
で
、
地
域
を
巻
き
込
み
一
生

懸
命
練
習
し
て
、
町
内
は
も
ち
ろ

ん
、
盛
岡
市
内
な
ど
を
踊
り
歩
き

ま
し
た
。
中
で
も
県
庁
前
や
、
盛

岡
劇
場
、
菊
の
司
酒
造
前
で
の
公

演
は
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

篠　崎
今月は…

�
秋
祭
り
な
ど
で
篠
崎
舞
踊
団
と
し
て
披
露
さ
れ

る
舞
踊
。
現
在
は
山
村
さ
ん
か
ら
次
の
世
代
へ

町
で
は
、
主
に
次
の
手
段
で
町

政
に
関
す
る
意
見
、
提
言
、
質
問

な
ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

①
広
報
し
ず
く
い
し
直
通
便

専
用
用
紙
を
定
期
的
に
全
戸
配

布
し
て
い
る
ほ
か
、
町
役
場
総
合

案
内
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

②
住
民
意
見
箱

町
内
十
三
箇
所
に
設
置
し
て
い

る
意
見
箱
に
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ

声

一
本
桜
の
観
光
ハ
ガ
キ
作
っ
て
は

町に寄せられた
声の紹介

●
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

山村金吉さん（82歳）

三宝舞踊団を紹介

昨
年
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連

続
テ
レ
ビ
小
説
、
岩
手
県
の
雫
石

町
、
小
岩
井
農
場
な
ど
と
言
わ
な

け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
人
も
い
る
と

思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
観
光
ハ
ガ
キ
を
作
成

し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

（
米
沢
孝
一
）

小
岩
井
農
場
一
本
桜
は
、
か
な

り
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
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【広　告】

昨
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ
れ
た
連

続
テ
レ
ビ
小
説
「
ど
ん
ど
晴
れ
」

な
ど
の
効
果
に
よ
り
、
今
年
の
桜

開
花
時
期
に
は
大
勢
の
観
光
客
が

訪
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
観
光
協
会
、

観
光
案
内
セ
ン
タ
ー
に
も
、「
小
岩

井
農
場
一
本
桜
」
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
全
国
各
地
か
ら
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。

町
の
観
光
協
会
で
は
、「
小
岩
井

農
場
一
本
桜
」
の
開
花
時
期
な
ど

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
り
、

観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
に
掲
載

し
、
広
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

観
光
ハ
ガ
キ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

小
岩
井
農
場
ま
き
ば
園
に
お
い
て
、

「
小
岩
井
農
場
一
本
桜
」
の
絵
ハ
ガ

キ
を
作
成
し
販
売
し
て
い
ま
す
の

で
、
こ
の
売
り
上
げ
な
ど
の
状
況

を
み
な
が
ら
観
光
協
会
な
ど
と
協

議
し
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

答
絵
ハ
ガ
キ
を
作
成
、
販
売
し
て
い
ま
す

●意見・提言・質問などの送り先　
郵 送：〒020－0595(住所記載不要)

雫石町役場経営推進課　広報しずくいし編集担当
Eメール：kouhou@town.shizukuishi.iwate.jp
ホームページ：http://www.town.shizukuishi.iwate.jp/

い
。
指
定
の
用
紙
は
あ
り
ま
せ
ん
。

投
稿
す
る
時
は
意
見
を
出
す
人
の

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
な
ど
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

【
設
置
場
所
】
雫
石
町
役
場
、
中
央

公
民
館
、
雫
石
公
民
館
、
地
域
振

興
セ
ン
タ
ー
、
西
山
地
区
構
造
改

善
セ
ン
タ
ー
、
御
所
地
区
健
康
増

進
セ
ン
タ
ー
、
町
立
図
書
館
、
町

営
体
育
館
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
雫

石
診
療
所
、
雫
石
銀
河
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
、
老
人
憩
の
家
、
町
民
憩
の

家
鶯
宿
集
会
場

③
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提
言
送
信
用
の
専
用
フ
ォ
ー
ム

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

【広　告】

発行月に3歳の誕生日を迎える子
を紹介しています。掲載を希望する
人は下記までお申し込みください。

６

昨年10月にお姉ちゃんになりました。弟の面
倒を見てくれる頼もしくて心優しいお姉ちゃん
です。でも、まだまだ甘えん坊です。

昭
生
・
寿
枝
夫
妻
の
子

（
七
ツ
森
）

松
原
ひ
よ
り
　ち
ゃ
ん

わが家自慢の子、孫の写真
遠慮せず　どしどしご応募

お待ちしています

【応募要領】子の写真（裏に子の氏名記入）、別紙に子
の名（ふりがな）、子の生年月日、保護者（父母）氏名、
住所（行政区）、電話番号、コメントを書き添え、誕生
月の前月25日ころまでに投稿してください。
【応募先】〒020－0595（住所記載不要）雫石町役場
広報しずくいし担当　※投稿写真は原則としてお返し
しません。
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イベントや行政案内などの
情報を紹介するページです

この広告は、広告主の責任において雫石町が掲載しているものです。広告の内容について雫石町が推奨等をするものではありません

校
【試験の種類】網猟、わな猟、第一種
銃猟、第二種銃猟（②大船渡会場は網
猟、わな猟のみ）
【受験手数料】1種類につき5,300円
（他の狩猟免許を所持している場合は
4千円）
【受験手続き】試験日の14日前までに
所管する県地方振興局などの保健福
祉環境部に申請書を提出
【問い合わせ先】地方振興局保健福祉
環境部または県庁自然保護課（�629
－5371）

（財）岩手県長寿社会振興財団では
平成20年度岩手県介護支援専門員実
務研修受講試験を行います。
【試験日時】10月19日10時～
【試験会場】岩手産業文化センター・
アピオ、盛岡大学
【試験案内（受験申込書）】6月23日か
ら各市町村と県振興局の介護保険担
当課で配布
【受験申込み期間】7月25日～8月5日
【受験資格】保健、医療、福祉分野で
5年以上かつ900日以上（一部10年
1,800日以上）の実務経験有すること
【申し込み、問い合わせ先】同振興財
団事業課（�629－2300）

仙台国税局では、バイタリティあ
ふれる税務職員を募集しています。
【受験資格】昭和62年4月2日から平成

3年4月1日までに生まれた人
【受験申込み期間】6月24日～7月1日
【受験申込書の請求先】最寄りの税務
署、仙台国税局人事第二課または人
事院東北事務局
【問い合わせ先】人事院東北事務局
（�022－221－2022）または仙台国税
局人事第二課（�022－263－1111）

陸上自衛隊岩手駐屯地では創立51
周年記念行事と一般開放を行います。
【日時】6月29日8時30分～15時
【内容】記念式典、装備品展示、戦車
などの体験搭乗、模擬売店など
（同駐屯地指令業務室�688－4311）

税情報

介護支援専門員となる
受講試験を実施します

自衛隊駐屯地創立記念
式典のほか一般開放も

町税の納付には
口座振替が便利です

口座振替制度を利用すると納期
ごとに口座から自動的に引き落と
しされ、納付のため金融機関にわ
ざわざ出向く必要がなく、とても
便利です。
今年から課税になった人、退職

などにより給与天引きによる納付
から納付書による納付に変わった
人などは、この機会にぜひご検討
ください。
【担当】町役場税務課町税管理担
当（�内線146）

６月の納税　町県民税第1期

国税職員採用試験応募
間もなく受け付けます

（4月届け出分）

おめでた カッコ内は保護者名
3月

25 川崎　晴輝
はるき

・男・（博美）谷　地

28 十二林聖人
きよと

・男・（和也）谷　地

4月

6 澤田　健吾
けんご

・男・（ 豊 ）赤　滝

10 鈴木　楓芽
ふうが

・男・（ 護 ）晴　山

16 中村　俊輔
しゅんすけ

・男・（慶介）谷　地

18 長澤　真咲
まさき

・男・（ 翼 ）七　区

20 北田　悠莉
ゆうり

・女・（賢悟）網　張

21 米澤りりや ・女・（達也）黒沢川

24 細川　陽希
はるき

・男・（淳也）片子沢

おくやみ カッコ内は世帯主名と享年
4月
1 上野　ユキ（かづ江・90） 極楽野

6 松原　忠吉（本人・84） 極楽野

12 日向　ナミ（晴子・77） 晴　山

14 藤村ハシメ（富美男・76） 上町三

14 中村　宗人（邦雄・87） 林

16 中上　良子（正榮・70） 小　松

17 小志戸前チヱノ（久夫・89） 小赤沢

22 舘下　敬介（本人・86） 上野沢

22 上村　武男（本人・74） 小　松

24 田中ミツエ（政男・73） 西根谷地

25 主濱　利雄（本人・70） 八　区

26 向井　一男（ 勉 ・84） 上西根

26 清水端松夫（本人・54） 上西根

26 幅　トモ子（本人・86） 極楽野

28 大坊　　修（本人・45） 東　町

29 高橋　三郎（久美・85） 矢　櫃

29 坂本　チヱ（真紀子・95） 橋　場
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【広　告】

岩手県では、県が実施する御所湖
広域公園整備事業を継続するかどう
かの再評価について、県民から意見
を求めています。
【意見募集期限】7月8日
【資料の閲覧場所】①県庁行政情報セ
ンター、盛岡地方振興局行政情報サ
ブセンター　②県ホームページ
【問い合わせ、提出先】①郵送�〒
020－8570（住所記載不要）岩手県総合
政策部経営評価課（�629－5181）②
ファクシミリ��629－5514 ③電子
メール�AA0002＠pref.iwate.jp

産業廃棄物の処理については、適
正処理のため排出事業者に産業廃棄
物管理票の交付や保存が義務づけら
れています。
平成20年度から、前年度の交付状

況について「産業廃棄物管理票交付
状況等報告書」として取りまとめ県
知事あて報告書の提出が必要になり
ました。
排出量や交付枚数にかかわらず毎

年度提出が必要となります。様式な
どは問い合わせいただくか、県ホー
ムページ（トップページで「交付状況
等報告書」で検索）を参照願います。
【受け付け期間】平成19年度交付分は
平成20年6月30日まで
【提出方法】持参または郵送
【提出部数】2部

【提出・問い合わせ先】盛岡地方振興
局保健福祉環境部環境衛生課（〒020
－0123盛岡市内丸11－1、�629－658
3）

独立行政法人北方領土問題対策協
会では、北方領土問題を国民の皆さ
んに理解していただくため、北方領
土返還要求運動に関する標語を募集
しています。
【応募条件】どなたでも（ただし、入
選の際、氏名、居住地の都道府県市
町村名を公表できる人）
【応募方法】はがき、インターネット
・はがき�応募は1枚1作品まで（住
所、氏名、性別、年齢、電話番号、
職業明記）。送り先〒110－0014東京
都台東区北上野1－9－12住友不動産
上野ビル9階、独立行政法人北方領土
問題対策協会
・インターネット�hyougo@tk.hopp
ou.go.jp
【募集期限】9月30日（当日消印有効）
【賞】最優秀賞1人�賞状、賞金5万円。
優秀賞4人�賞状、賞金2万円　など
【問い合わせ先】町役場総務課（�内
線218）

環境省では、CO2削減／ライトダ
ウンキャンペーンを実施します。日
ごろいかに照明を使用しているかを
実感していただき、日常生活の中で
地球温暖化対策を実践する動機付け

をしようとするものです。
皆さんの家庭でも照明やテレビを

消して地球に優しい生活を考え直す
機会にしてみましょう。
【期間】6月21日～7月7日。期間の初
日と最終日は、午後8時から午後10時
まで全国のライトアップ施設に対し
電気を一斉に消灯していただくこと
を広く呼びかけています。
【詳細】全国地球温暖化防止活動推進
センターホームページ（http://www.
jccca.org/）をご覧ください。

雫石町選定保存技術として指定を
受けている亀甲織（きっこうおり）。
この亀甲織を伝承しているしずくい
し麻の会では、第11回亀甲織まつり
を開催します。
【期日】6月28日～6月30日、10時～16
時（最終日は15時）
【場所】雫石町南畑、コテージむら管
理センター（�695－2306）
【内容】亀甲織体験、アクセサリー作
り体験、昔の麻織物展示など
【主催】しずくいし麻の会（�692－01
22）

岩手県では狩猟免許試験を行いま
す。狩猟免許は、狩猟や有害鳥獣捕
獲などを行うために必要です。
【試験日、試験会場】①7月6日、県林
業技術センター　②8月31日、大船渡
地区合同庁舎　③9月28日、県消防学

北方領土の返還求める
標語を募集しています

御所湖広域公園整備に
県民意見を募集中です

町指定保存技術亀甲織
まつりで体験できます

産廃排出事業者は管理
報告書提出を忘れずに

正しい知識と取り扱い
狩猟免許試験行います照明消して温暖化防止

やさしさにつなげます



雫石の情報発信番組　BOOM！SHIZUKUISHI 放送予定日のお知らせ
6月20日、7月4日（毎月第1・3金曜日）／ラヂオもりおか（ＦＭ76.9MHz）／9時30分～40分（10分間）

20

休 日 当 番 医

あとがき
●右も左もわからないまま、バタバタと早
2ヶ月が過ぎました。そろそろ慣れていか
なければならないと思いつつも現実はそう
もいかず。文章というのは難しい。痛感し
ております。とはいえ、やはり目指すは住
民のみなさんに親しまれる広報誌づくり。
先は長くも日々精進です。 （古）
●ごみの資源化について掲載されていま
す。個人的には「資源ごみ」という表記か
ら「ごみ」をとってしまえばいいのではな
いかと。「ごみ」とつけば捨ててしまいた
くなる本能は、私だけでしょうか。 （一）

◆6月
15日 上 原 小 児 科 692－3907
22日 雫 石 診 療 所 692－3155
29日 篠 村 泌 尿 器 科 692－1285

※7月の当番医は現在調整中です。決まり
しだい休日当番医表を全戸配布します。

●人のうごき 平成20年4月末現在
男 9,094人 （△15） 出生 9人
女 9,781人 （△16） 死亡 20人
計 18,875人 （△31） 転入 61人
世帯数 6,059世帯（ 17） 転出 81人
※カッコ内は前月末増減

●火事・救急　 4月末
火　事 0件 （ 3件）
救　急 48件 （214件）

※カッコ内は１月からの累計（盛岡西消防署雫石分署）

※この日程は医師の都合で変更になることがあります
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